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１ はじめに

⾃然豊かな茨城県でできそうなSDGsの「陸の豊かさ
も守ろう」に関する活動を⾏いたいと思っていた。その
時、レッドデータブックでミヤマザクラを⾒つけた。



ミヤマザクラとは︖
・花は総状花序を形成
・花弁は切れ込みがなく、丸い
・花期は、5⽉初旬から中旬と遅い

‘染井吉野’ ミヤマザクラ



・葉の縁は⽋刻状重鋸⻭で葉先は他のサクラより尖っていない
・県内では筑波⼭男体⼭が唯⼀の⽣育地
→２個体しか確認されていなかった

‘染井吉野’の葉 ミヤマザクラの葉



２ 課題
サクラは１個体だけでは⼦孫を残せない
複数個体あれば⼦孫を残せる

筑波⼭でミヤマザクラの個体数や状態を調べることにした

つまり、、、
ミヤマザクラが複数個体⾒つかれば個体数の維持
が可能であり絶滅の危機から救える︕



3 仮説

筑波⼭にあるミヤマザクラは複数個体ある
芽⽣え及び稚樹も観察され更新できる状態である



4  調査の⽅法
⾃然研究路やそれより標⾼の⾼い場所で調査

GPS

＜探す⼿順＞

①⿊⾊に近く短い横筋がある樹⽪を⾒てサクラを探す
②⾁眼や双眼鏡を⽤いておおよその葉の形を観察
③特徴が⾒られたら⼀枝採取し、葉を観察して同定
④同定できたら、GPSデータや胸⾼直径、樹⾼、状態を記録



ミヤマザクラの分布のGPSマップ
５ データ・結果

絶滅危惧植物保全のため非公開



ミヤマザクラの個体の各データ

絶滅危惧植物保全のため非公開



6  調査の結果･考察
・２個体＋⾒つけた20個体 計22個体確認
・芽⽣えは⾒られなかった
・稚樹や結実している個体は⾒られた
→⼦孫を残して繁殖する可能性がある

・発⾒された実が発芽できるかは不明
・ミヤマザクラかカスミザクラかの同定が難しい個体が複数⾒つかった



7  今後の⽅向性

・⼗分に調査できていない筑波⼭男体⼭の⻄側の調査
・発⾒された個体が、今年の開花の調査
・発芽実験
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